[image: ][image: ][image: ]宇城市立松橋小学校
学校だより 第８号
令和７年12月３日
文責　岡村　誠也




【校訓】かしこく（賢）なかよく（優）すこやかに（健）
【教育目標】「夢」実現のために「学び合い・支え合い・高め合う」児童の育成
【教育スローガン】ウェルビーイングな未来へ～夢いっぱい・笑顔いっぱい・元気いっぱい～



研究発表会
[bookmark: _GoBack]先月、研究主題「ウェルビーイングを目指してよりよく生きようとするゆりのきっ子の育成」～自他の考えのよさに気付く道徳科の授業づくりを通して～と設定し、道徳教育の在り方について研究発表会を11月14日（金）の午後から行いました。県下各地から来賓を含めると約170人を超える先生方に研究発表会に参加していただきました。発表会当日は、松橋小の子供たちの頑張りをしっかり見ていただく事ができました。参加された先生方からは、松橋小学校の道徳教育の研究に対して沢山の賞賛の声を頂きました。熊本県下に、松橋小の実践を少しでも広めることができてよかったです。
これからも引き続き、道徳教育を根底においた教育実践を職員一丸となって進めていきたいと思います。保護者皆様にも様々な場面で御協力いただき、ありがとうございました。
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学校は失敗しても可
最近、新採の先生が採用１年目の途中で退職する事例が毎年県下で数人ずつ出ています。希望を抱いて教員になったのに、現実が自分の思っていたのと違ったのか、子供や同僚とうまくいかなかったのか分かりませんが、心の折れやすい大人が多くなっていると感じます。自分が感じている一つの要因として、大人になるまでに、失敗したり、傷ついたりし、それに耐えて自分の心をコントロールする経験が不足してきているのではないかと感じます。
学校は後のトラブルを避けるためにも、できるだけ子供を「傷つけない」よう慎重にならざるを得ない場面もあります。特に、小学校はその傾向にあります。けれども、子供の時期は本来、失敗しながら、失敗を通じていろいろなことを学び、覚え、身に付け、大人になる準備をする段階であるはずだと思います。家庭や学校は、ある意味大人に見守られながら、たくさん失敗して、傷ついて、そうして成長していくための場だと思います。
我々教師や保護者の出番は、いろいろ子供達が試行錯誤した後で、うまく行かなかった時、挫折したり心に傷を負ったりした時に、その経験を前向きの力に変えてやり、成長の糧にしてやることではないでしょうか。
心の成長には、子どもの時期に失敗したり、傷ついたりする経験が不可欠だと思います。そういう経験を通じて、子どもは我慢したり、壁を乗り越えたり、気持ちをコントロールしたり、誰かに助けを求めたり、人の痛みを自分のもののように感じたりする力を身に付けていきます。何でも経験する前から「傷つけない」ことを最優先するだけではかえって子供のためにならないこともあると思います。
これまで保護者の皆様も、数多くの失敗や辛い経験をされてきたからこそ、今があるのではないでしょうか？校長の自分も沢山の失敗をしてきました。立ち直れないほどの失敗は避けた方がいいですが、ある程度の失敗やうまく行かない経験は、たくましく生きる大人になるために必要なことだと考えています。
師走
ついに師走に突入しました。師も走るくらい忙しい時期となりました。保護者の皆様もきっとお忙しい毎日のことと思います。学校も冬休みに向けて少しずつ進んでいる状況です。インフルエンザが少しずつ増えていることが気になります、近隣の学校では既に学級閉鎖が行われています。各家庭でもインフルエンザにり患しないようご注意願います。
あと、冬休みをむかえるにあたって心配なことが一つあります。それは、放課後や休日等の地域での過ごし方についてです。公園等で遊んでいる状況について地域の方から苦情の電話等があっています。校外の生活ですので、学校としても管轄外のことと思いますが、子供同士のトラブルや地域の方とのトラブルはあまりあって欲しくないと思います。公共の場所での過ごし方を学校でも指導していきますが、各家庭での御指導もお願いします。
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